
六
月
市
議
会
が
九
日
か

ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
今

回
の
議
案
で
は
、
小
泉
内

閣
が
す
す
め
る
「
痛
み
押

し
付
け
の
政
治
」
が
次
々

と
市
民
の
暮
ら
し
を
直
撃

す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
、
一
八
年
度
分

の
庶
民
増
税
が
全
体
で
約

三
億
三
〇
〇
〇
万
円
で
、

一
九
年
度
で
は
、
さ
ら
に

定
率
減
税
の
廃
止
や
退
職
金
・

山
林
所
得
へ
の
課
税
が
強
化

さ
れ
る
内
容
の
議
案
が
提
案

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
定
率
減
税
を
半
減

定
率
減
税
が
二
分
の
一
に

縮
減
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
は
、

市
民
税
・
県
民
税
所
得
割
り

一
五
％
（
四
万
円
を
限
度
）

を
控
除
し
て
い
ま
し
た
が
、

一
八
年
度
は
、
そ
の
半
分
と

し
て
七
・
五
％
（
二
万
円
を

限
度
）
に
半
減
さ
れ
ま
す
。

●
均
等
割
の
増
額

均
等
割
り
の
納
税
義
務
の

あ
る
夫
と
生
計
を
共
に
し
て

い
る
妻
の
非
課
税
措
置
が
廃

止
さ
れ
ま
す
。

●
六
五
才
以
上
の
非
課
税
の

廃
止こ

れ
ま
で
六
五
才
以
上
で

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
一

二
五
万
円
以
下
の
場
合
に
は
、

非
課
税
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
一
八
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ

ま
す
。
（
こ
れ
に
は
二
年
間

の
経
過
措
置
が
あ
っ
て
、
一

七
年
一
月
一
日
に
す
で
に
六

五
才
に
達
し
て
い
て
、
前
年

の
合
計
所
得
金
額
が
一
二
五

万
円
以
下
の
人
は
、
一
八
年

度
分
は
三
分
の
一
、
一
九
年

度
は
三
分
の
二
、
二
〇
年
度

に
全
額
と
な
り
ま
す
）

●
老
年
者
控
除
の
廃
止

六
五
才
以
上
で
前
年
の
合

計
所
得
金
額
が
一
千
万
円
以

下
の
人
に
四
八
万
円
の
老
年

者
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

●
公
的
年
金
等
控
除
の
縮
小

六
五
才
以
上
の
公
的
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
の
控
除

額
が
一
四
〇
万
円
か
ら
一
二

〇
万
円
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

内
容
は
、
定
率
減
税
の
半

減
で
三
三
五
〇
〇
人
、
二
億

円
。
均
等
割
の
増
額
で
五
九

〇
〇
人
、
一
八
〇
〇
万
円
。

六
五
才
以
上
の
非
課
税
の
廃

止
で
一
〇
八
〇
〇
人
、
一
〇

〇
〇
万
円
。
老
年
者
控
除
の

廃
止
で
二
九
〇
〇
人
、
六
〇

〇
〇
万
円
。
公
的
年
金
等
控

除
の
縮
小
が
同
じ
く
二
九
〇

〇
人
、
四
〇
〇
〇
万
円
の
増

税
で
、
総
額
約
三
億
二
八
〇

〇
万
円
の
負
担
増
と
な
り
ま

す
。冷

え
込
ん
で
い
る
家
計
を

さ
ら
に
直
撃
し
て
不
況
を
深

刻
化
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
す
で
に
市
・
県
民
税
の

納
税
通
知
書
を
受
け
取
っ
た

市
民
か
ら
憤
り
の
声
が
噴
出

し
て
い
ま
す
。

住
民
税
六
・
二
倍
に
も

七
五
歳
の
Ｋ
さ
ん
は
、
住

民
税
が
五
七
〇
〇
円
か
ら
六
・

二
倍
の
三
万
六
五
〇
〇
円
に

跳
ね
上
が
り
ま
し
た
。

年
金
五
四
〇
〇
円
も
下
が
る

六
四
歳
の
Ｈ
さ
ん
は
、
年
金

が
五
四
〇
六
円
も
下
が
っ
た

上
に
、
住
民
税
が
四
七
〇
〇

円
の
増
税
に
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
が
一
万
八
〇
〇

円
の
負
担
増
に

七
九
歳
の
Ａ
さ
ん
は
、
今

ま
で
住
民
税
が
非
課
税
で
し

た
が
一
三
〇
〇
円
に
な
り
ま

し
た
。
税
額
は
一
三
〇
〇
円

で
す
が
、
介
護
保
険
料
が
二

段
階
上
が
り
、
二
万
五
一
〇

〇
円
も
上
が
り
ま
す
。
二
年

間
の
緩
和
措
置
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
一
万
八
〇
〇

円
の
負
担
増
に
な
り
ま
す
。

小
泉
内
閣
の
お
年
寄
り
い

じ
め
の
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い

実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

日
本
共
産
党
に
は
、
「
市
民

生
活
が
こ
ん
な
に
大
変
な
と

き
に
、
庁
舎
別
館
建
設
な
ど

止
め
て
ほ
し
い
。
今
か
ら
で

も
反
対
署
名
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

署
名
に
取
り
組
む
な
か
で

「
市
民
検
診
を
一
三
〇
〇
円

に
し
た
り
婦
人
検
診
や
人
間

ド
ッ
ク
を
値
上
げ
し
て
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
切
り
捨
て
る

ほ
ど
、
市
の
財
政
が
厳
し
い

の
な
ら
、
借
金
を
し
て
ま
で

別
館
を
つ
く
る
な
ん
て
納
得

で
き
な
い
！
」
、
「
地
域
の

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
へ
の
補
助

金
が
二
〇
〇
円
か
ら
一
〇
〇

円
に
カ
ッ
ト
さ
れ
、
お
年
寄

り
は
が
っ
か
り
し
て
い
る
、

こ
う
い
う
現
実
を
考

え
る
と
こ
の
計
画
は

見
直
し
を
し
て
ほ
し

い
」
、
「
市
庁
舎
よ

り
も
精
明
小
学
校
区

に
学
童
保
育
所
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
」
等

沢
山
の
願
い
が
託
さ

れ
た
、
一
一
二
一
筆

の
署
名
を
、
六
月
八

日
、
沢
辺
市
長
に
提

出
し
ま
し
た
。

寺
山
修
司
の
〈
マ
ッ

チ
擦
る
つ
か
の
ま

海
に
霧
ふ
か
し
身

捨
つ
る
ほ
ど
の
祖

国
は
あ
り
や
〉
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
解
釈

が
で
き
そ
う
で
す

が
、
も
う
国
に
と

ら
わ
れ
な
い
で
生

き
て
ゆ
く
ん
だ
と
い
う
青
春

の
命
の
叫
び
の
よ
う
に
も
聞

こ
え
ま
す
▼
連
想
ゲ
ー
ム
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
短

歌
を
思
い
出
し
た
の
は
「
自

国
民
を
だ
ま
し
、
苦
し
め
、

殺
し
、
棄
て
る
の
が
祖
国
な

の
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
ド

ミ
ニ
カ
移
民
訴
訟
の
原
告
の

言
葉
に
胸
を
う
た
れ
た
か
ら

で
す
。
裁
判
が
始
ま
っ
た
の

は
六
年
前
。
判
決
は
国
の
賠

償
を
求
め
る
期
間
が
過
ぎ
て

い
る
と
い
う
そ
れ
だ
け
の
理

由
で
原
告
の
訴
え
を
し
り
ぞ

け
ま
し
た
。
し
か
し
国
の
責

任
は
認
め
て
い
ま
す
。
そ
れ

だ
け
国
の
仕
打
ち
は
非
道
な

も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
▼
「
カ
リ
ブ
海
の
楽
園
」

を
う
た
い
文
句
に
二
百
五
十

家
族
千
三
百
人
を
、
「
岩
の

間
に
わ
ず
か
な
土
地
が
あ
っ

た
」
と
い
う
荒
れ
地
、
一
面

を
塩
が
覆
う
砂
漠
に
、
政
府

は
そ
れ
と
知
り
な
が
ら
自
国

民
を
送
り
こ
ん
だ
の
で
す
。

そ
れ
が
人
間
の
や
る
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
政
府
が
そ
の
責

任
を
謝
罪
し
、
補
償
に
踏
み

出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
、
ま
さ
に
祖
国
の
あ
り
よ

う
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
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庶
民
増
税
家
計
に
ズ
ッ
シ
リ

６
月
市
議
会
に
市
税
条
例
出
さ
れ
る

市
庁
舎
別
館

建
設
止
め
よ
の
署
名
提
出

お
年
寄
り
に
大
変
な
負
担
増



２００６年６月１１日 ＮＯ．１５２６

１
５
日
（
木
）
11
時
～

滝
沢

修

１

区
画
整
理
問
題

(1)
換
地
設
計
の
見
直
し
①
何

故
見
直
し
範
囲
が
広
が
っ
た

か
②
見
直
し
に
よ
り
、
ど
の

様
な
区
画
整
理
に
す
る
の
か

③
住
民
へ
の
説
明
に
つ
い
て

④
新
光
地
区
に
つ
い
て
は
(2)

笠
縫
、
双
柳
地
区
の
住
民
説

明
に
つ
い
て
(3)
笠
縫
３
号
公

園
の
整
備
に
つ
い
て

２

下
水
道
問
題
岩
沢
河
原

地
域
の
下
水
道
に
つ
い
て

３

環
境
問
題
テ
ト
ラ
ク
ロ

ロ
エ
チ
レ
ン
に
よ
る
地
下
水

汚
染
に
つ
い
て

４

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
①

難
視
聴
地
域
で
の
問
題
点
は

②
消
費
者
相
談
に
つ
い
て

１
５
日
（
木
）
15
時
～

山
田

利
子

１

障
害
者
自
立
支
援
法
に

つ
い
て
(1)
全
面
実
施
に
向
け

た
準
備
状
況
(2)
地
域
生
活
支

援
事
業
の
充
実
(3)
事
業
者
へ

の
影
響
(4)
自
己
負
担
増
と
市

独
自
の
軽
減
策

２

保
育
所
問
題
(1)
公
立
保

育
所
の
民
営
化
(2)
主
食
の
完

全
給
食
は
い
つ
か
ら
実
施
か

３

学
童
保
育
所
問
題

(1)
大
規
模
化
の
解
消
と
運
営

費
補
助
金
の
増
額
を
(2)
双
柳

学
童
の
早
期
改
築
を

４

ま
ち
づ
く
り
問
題

(1)
市
街
地
開
発
と
建
物
の
高

さ
制
限
に
つ
い
て
(2)
開
発
指

導
要
綱
の
第
６
条
の
３
項
の

見
直
し
を
(3)
数
戸
の
開
発
で

も
ご
み
集
積
所
設
置
義
務
を

１
６
日
（
金
）
10
時
50
分
～

新
井

巧

１

入
札
問
題
(1)
入
札
制
度

の
改
善
に
つ
い
て
(2)
市
内
業

者
の
育
成
と
労
働
者
の
賃
金
・

労
働
条
件
の
確
保
(3)
業
務
委

託
等
で
働
く
労
働
者
の
賃
金
・

労
働
条
件
の
確
保
に
つ
い
て

２

市
立
病
院
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
①
有
識
者
会

議
の
設
置
と
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
②
住
民
参
加
、

職
員
参
加
を
ど
の
よ
う
に
行

う
か
③
送
迎
等
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
く
か

３

学
校
給
食
問
題
こ
の
間

の
検
討
経
過
と
調
理
員
の
採

用
計
画
に
つ
い
て

４

消
防
問
題

(1)
消
防
１
０
ヶ
年
計
画
と
検

討
状
況
に
つ
い
て
(2)
稲
荷
消

防
分
署
の
今
後

５

生
産
緑
地
問
題
埼
玉
県

の
追
加
指
定
指
針
を
も
と
に

し
た
検
討
状
況
は
？

１
６
日
（
金
）
14
時
10
分
～

金
子

敏
江

１

東
飯
能
駅
東
口
駅
前
通

り
線
道
路
工
事
代
金
に
か
か

わ
る
不
払
い
問
題
解
決
に
向

け
て
の
状
況
に
つ
い
て

２

高
齢
者
問
題
(1)
介
護
保

険
新
制
度
ス
タ
ー
ト
で
当
事

者
・
家
族
・
事
業
所
・
地
域

の
実
態
は
ど
う
変
化
し
た
か

①
介
護
予
防
・
新
予
防
給
付

を
め
ぐ
る
問
題
②
生
活
援
助
、

福
祉
用
具
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
③
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
作
成
に
つ
い
て

④
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整

備
に
つ
い
て
(2)
現
状
の
問
題

①
認
知
症
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
の
通
所
受
け
入
れ
②
住
宅

改
修
③
特
養
ホ
ー
ム
待
機
者

の
解
消
④
低
所
得
者
支
援
策

３

ご
み
問
題

(1)
ご
み
減
量
と
資
源
化
に
つ

い
て
(2)
一
般
ご
み
の
有
料
化

に
つ
い
て

４

図
書
館
建
設
に
つ
い
て

５

道
路
交
通
法
改
正
（
駐

車
禁
止
取
り
締
ま
り
）
に
つ

い
て

日本共産党の
一般質問内容と質問時間

６月議会から一般質問が
飯能テレビで生中継されます

こ
の
間
、
市
職
員
か
ら
ア

ン
ケ
ー
ト
や
声
が
多
数
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
紹
介
し

ま
す
。

「
市
役
所
の
な
か
は
、
何

で
も
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
な
い

と
物
事
が
動
か
な
く
な
っ
て

い
る
。
成
果
主
義
が
導
入
さ

れ
、
意
見
を
言
っ
た
り
、
相

談
し
た
り
と
い
う
こ
と
が
で

き
な
い
。
管
理
職
の
責
任
逃

れ
で
問
題
が
複
雑
化
す
る
こ

と
も
多
い
。
仕
事
上
の
ス
ト

レ
ス
で
病
気
が
ち
の
職
員
も

増
え
て
い
る
」
と
い
い
ま
す
。

ま
た
「
職
員
給
与
は
大
幅
に

カ
ッ
ト
さ
れ
た
の
に
、
市
長
、

三
役
の
給
与
は
他
市
に
比
較

し
て
高
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

職
員
が
働
き
や
す
く
、
い

き
い
き
と
働
け
る
こ
と
が
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
も
つ
な

が
る
の
で
す
。
職
員
の
不
満

は
頂
点
に
達
し
て
い
る
と
い

う
感
じ
で
す
。

参
考
に
、
飯
能
市
と
人
口
、

財
政
規
模
が
類
似
し
た
市
を

調
べ
て
み
ま
し
た
。

五
月
二
六
日
、
小
鹿
野
町

立
病
院
の
視
察
と
合
わ
せ
て
、

長
瀞
町
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
今
年
度
か
ら
始
め

た
高
齢
者
・
障
害
者
の
有
償

送
迎
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
視

察
し
ま
し
た
。

こ
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
は
、

国
の
構
造
改
革
特
区
の
セ
ダ

ン
型
車
両
特
区
に
認
め
ら
れ

た
も
の
で
、
要
介
護
者
、
障

害
者
な
ど
一
人
で
外
出
で
き

な
い
人
を
対
象
に
し
た
も
の

で
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
に

利
用
さ
れ
、
大
変
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

料
金
体
系
は
初
乗
り
五
km

ま
で
一
五
〇
円
、
五
km
ご
と

に
二
〇
〇
円
、
六
〇
分
ご
と

に
八
五
〇
円
が
加
算
さ
れ
ま

す
。
町
内
に
は
バ
ス
路
線
が

な
い
こ
と
か
ら
、
町
長
か
ら

「
ぜ
ひ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
し
て
送
迎
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
こ
と
で
実
施
に

踏
み
切
っ
た
そ
う
で
す
。

宮
城
県
北
部
か
ら
兵
庫

県
西
部
ま
で
の
、
広
大
な

空
域
を
管
理
す
る
中
部
航

空
方
面

司
令
部

が
置
か

れ
て
い

る
航
空

自
衛
隊

入
間
基

地
で
、

六
月
六

日
、
救

難
訓
練

や
ゲ
リ
ラ
捕
獲
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
午
後
三
時

か
ら
始
ま
っ
た
訓
練
は
、

救
難
機
か
ら
の
救
援
物
資

の
投
下
や
救
助
隊
員
の
落

下
傘
降
下
、
ま
た
大
型
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
四
機
に
よ
る

消
化
活
動
後
、
基
地
内
に

進
入
し
た
ゲ
リ
ラ
を
捕
獲

す
る
訓
練
も
同
時
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
ゲ
リ
ラ
捕
獲

訓
練
は
直
接
見
学
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
基
地

内
に
は
空
砲
音
が
響
き
、

物
々
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
長
年
基
地
問
題

に
携
わ
っ
て
き
た
狭
山
市

の
飯
島
元
県
議
も
視
察
に

訪
れ
て
い
ま
し
た
が
、

「
今
ま
で
も
度
々
訓
練
は

行
わ
れ
て
き
た
が
、
今
回

の
よ
う
に
大
掛
か
り
な
訓

練
は
始
め
て
で
は
な
い
か
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
い

よ
い
よ
各
自
治
体
で
武
力

攻
撃
事
態
法
が
具
体
化
さ

れ
る
な
か
、
十
分
な
監
視

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

入間基地で大規模なゲリラ捕獲訓練

武力攻撃事態法が動き出した
職
員
の
賃
金
は
県
下
最
低
水
準

そ
の
一
方
で
市
長
は

類
似
自
治
体
中
ト
ッ
プ
？

こえ

シルバー人材センターで

送迎サービス

新井市議が長瀞町を視察

自治体名 市 長 助 役

飯能市 ９３万 ７８.５万

富士見市 ８７.４ ７４.４

東松山市 ９０.４ ７４.７

坂戸市 ９２.５ ７８.３

＊他に、市長退職金は８年で
３１２５万円にもなります。

Ｃ１輸送機と本部


